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社名 株式会社艶金

住所 岐阜県大垣市

売上 １５億９千万 （２０２０年度実績）

業務内容 洋服生地の染色加工、及び生地販売、縫製品販売

艶金の脱炭素経営

会社概要



１．脱炭素経営（ゼロカーボン）を宣言（２０１９年）
した経緯

２．ＳＢＴ認定取得（２０２１年）

３．脱炭素経営（ゼロカーボン）に取り組む意義

艶金の脱炭素経営

本日の説明内容
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業務内容艶金の脱炭素経営

１．脱炭素経営を宣言した経緯

染色業は、エネルギー多消費産業（二酸化炭素排出量多い）

染める生地を水を入れた染色釜に入れる。

染料を投入して水温上昇（６０℃～１３０℃）させる。
数時間高温維持後、排水、すすぎを繰り返す。

大量の水、エネルギー、電気を使用することが特徴
水の使用量 １日約４，０００トン
（２リットルペットボトル ２００万本分）

栽培・紡績から縫製に至る洋服が出来上がる工程中で
染色加工時の二酸化炭素排出量が非常に多い。



業務内容艶金の脱炭素経営

１．脱炭素経営を宣言した経緯

以前から二酸化炭素排出量の少ない染色会社であるという認識



業務内容艶金の脱炭素経営

１．脱炭素経営を宣言した経緯 （環境省HP）
ファッション産業は、製造にかかるエネルギー使用量やライフ
サイクルの短さなどから環境負荷が非常に大きい産業と指摘さ

れており、国際的な課題となっています。
アパレル業界の実態は大量生産大量消費大量廃棄



業務内容艶金の脱炭素経営

１．脱炭素経営を宣言した経緯 （経済産業省HP）
繊維産業のサステナビリティに関する検討会



業務内容艶金の脱炭素経営

１．脱炭素経営を宣言（２０１９年）した経緯
環境省「中小企業版の二酸化炭素排出量の算定、中長期二酸化炭素排出

削減目標設定支援」の参加企業に採択された。 2018年
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１．脱炭素経営を宣言（２０１９年）した経緯
環境省「中小企業版の二酸化炭素排出量の算定、中長期二酸化炭素排出

削減目標設定支援」の参加企業に採択された。 2018年



業務内容艶金の脱炭素経営

２．ＳＢＴ認定取得

２０１９年は、脱炭素経営に関して社内外共に反応なし

２０２０年店頭休業によるアパレル会社ダメージ

世界に向けて日本としての脱炭素宣言

ＳＢＴ（企業が設定する温室効果ガス削減目標に対する
認定）への挑戦開始（２０２１年）
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業務内容艶金の脱炭素経営

２．ＳＢＴ認定取得

艶金は、今年度新たに設定した二酸化炭素排出削減目標が、「ＳＢＴイニシ

アチブ」より科学的な根拠がある水準と認められ、日本染色会社として初めて

（自社調査）2021年 8月に中小企業版にて承認されました。 

 

【２０３０年に向けた二酸化炭素排出削減目標】 

・スコープ１，２の排出量を、２０３０年に２０１８年比で５０％削減 

・スコープ３の排出量の把握と削減に取り組むことを約束 

 



艶金の脱炭素経営

企業・自治体等が使用電力を100%再生可能
エネルギーに転換する意思と行動を示す枠組

電力の再生可能エネルギー
転換率目標

２０２２年 １０％
２０３０年 ５０％
２０３５年 １００％

２．ＳＢＴ認定取得



業務内容艶金の脱炭素経営

３．脱炭素経営に取り組む意義
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３．脱炭素経営に取り組む意義

脱炭素経営は、企業存続のキーワードになるかも
しれまんせんよ。

その理由は
様々な商品を生産販売し、最後に消費者が廃棄
するまでのすべての流れの中で・・・

二酸化炭素排出量は、部品製造・加工している
会社（下請け）が比率的に大きい場合が多い。
（製品メーカにとってのスコープ３原材料に相当）

最終製品メーカーは、企画と部品仕入後組み立てる
のみが多く企業としての排出量は比率的に多くない。



艶金の脱炭素経営

脱炭素経営は、企業存続のキーワードになるかも
しれまんせんよ。

最終メーカーが二酸化炭素排出量削減に取り組む
ためには、部品仕入先に二酸化炭素排出量削減を
呼びかける必要がある。

最終商品メーカーが二酸化炭素排出量削減に本気
で取り組めば取り組むほど、二酸化炭素排出量の
多い部品・中間材を製造・加工している企業が
キーとなる。

３．脱炭素経営に取り組む意義
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３．脱炭素経営に取り組む意義



業務内容艶金の脱炭素経営

３．脱炭素経営に取り組む意義



業務内容艶金の脱炭素経営

３．脱炭素経営に取り組む意義



艶金の脱炭素経営

脱炭素経営は、企業存続のキーワードになるかも
しれまんせんよ。

当社の場合
最終商品メーカー アパレル会社
染色加工は、わた、糸、織編、染色、縫製の
中で二酸化炭素排出量の多い工程

中小企業がいち早く脱炭素経営の準備を進めれば、
納品する部品・中間財のコスト・納期対応力以外
に競争力を持つ、絶好のチャンスのはず。

中小企業にも求められる脱炭素経営ではなく、
中小企業こそ求められる！
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そしてアパレル業界の激変のなかで
脱炭素、もったいない、作り手へのリスペクト
大きく価値観が移行！

ところが、繊維業界のＳＢＴ認識度は他産業より
低い。そこに逆にチャンスがありそう！

生活用品（衣食住）は、工業製品でない。

お店で金を払えば買える規格品ではなく、本来は
自給自足で手に入れてきた。
当然、気候などの自然環境に大きく影響を受ける。



艶金の脱炭素経営

脱炭素経営への取組を考えれば考えるほど・・・

コスト優先・グローバル化一辺倒の大量生産
大量消費。大量廃棄でも利益が出るビジネス
モデルから、地域に根差した小規模経済圏の
復活につながらないか？新たな文化と雇用が
生まれる！（地域で生産を目で見られる）

脱炭素経営は、地域が変わる大チャンス
脱炭素経営は、斜陽産業ほど大チャンス
衣服の国内自給率は２％なんです！

当社も地域で発信・発言する会社を目指します。
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ありがとうございました！

夕陽ではありません。朝陽です。


